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要旨：【目的】地域で生活する児とその家族を対象としたベビーマッサージの効果
について文献を検討する。【方法】文献検索は，医学中央雑誌web版およびJDream
Ⅲを用いて「ベビーマッサージ」OR「タッチケア」をキーワードとした。目的に
合った16文献を分析対象とした。【結果】ベビーマッサージの効果は母への効果14
件，両親への効果1件，児への効果8件だった。そのうち，母親への心理・精神的効
果が最も多く，特に育児不安や育児ストレスの軽減，リラックスの効果についての
報告がなされていた。また，児への効果として，ストレスの軽減などの心理・精神
的効果，皮膚の角層水分量の増加，便秘の解消や入眠までの時間短縮などの身体的
効果が報告されていた。しかし，父親やNICUを退院した児へとその家族への効果
については明らかではなかった。【考察・結論】ベビーマッサージは母親及び児の
心理・精神的効果や身体的効果が明らかとなっており，地域における子育て支援事
業の一環として看護専門職によるベビーマッサージ教室は有効的であることが示唆
された。父親やNICUを退院した児とその家族へのアプローチも必要であるが効果
は明らかにされておらず，実施については今後の課題である。

キーワード：ベビーマッサージ，効果，地域
Keywords：Baby Massage，Effects，Township

Ⅰ．はじめに
　本大学では私立大学研究ブランディング事業

「セラピーアイランド淡路島の構築を基盤とした
地域活性化と看護教育カリキュラム開発に向けた
研究拠点の創設」が採択され，母性・小児看護学
では，地域住民を対象に行う子育て支援事業を検
討することとなった。
　ベビーマッサージは1986年にアメリカのマイ
アミ大学医学部タッチケアリサーチ研究所で
Tiffany Field博 士 に よ っ て 開 発 さ れ た。Field 
TM（1986）は未熟児や早産児を対象にベビーマッ
サージを行い，良好な体重増加や入院期間の短縮

の効果を明らかにした。日本でもNICUに入院中
の低出生体重児を対象にタッチケアを行った結
果，良好な体重増加（佐藤，名辺，対馬，笹尾，
2009）や睡眠状態の安定（山内，奥峪, 2005）が
報告されている。さらに，西村，中村，稲田（2002）
は母子愛着形成を促す有効な手段の一つとしてい
る。
　最近では，ベビーマッサージに対する母親の
ニーズが高くなっており，子育て支援センターや
産科施設などが主催するベビーマッサージ教室が
開催されている。八尾，丸谷，大平，野口（2016）
の文献によると児の家族の9割がベビーマッサー



ジに興味があり，小西，長嶺，大浦（2018）は乳
児を持つ母親に対し産後ケアサービスのニーズ調
査を行った結果，90.3％の母親がベビーマッサー
ジについて「とても受けたい」「少し受けたい」
と肯定的に答えていると報告している。 
　現在，核家族化や地域コミュニティの希薄化が
進み，育児体験を経験する機会が減少している（文
部科学省，2005）。このような中で，育児中の母
親は孤立しやすく，育児不安を抱える母親が増え，
子育て支援事業の充実が求められている。
　育児不安は，産後1カ月が高くなると言われて
おり（水上，谷口，馬場，1994；大賀，山口，皆
川，藤田，1996），川井，庄司（1995）の研究に
よると，乳幼児の育児をしている母親の約5割が
育児不安を感じていたと報告している。さらに，
川島ら（2001）は「母親の身体的，精神的健康状
態が虐待に強く影響を及ぼす」と報告しており

（p.180），育児不安や育児ストレスを軽減するた
めの看護介入の必要性が示されている。また，香
取，高橋（2010）は入院中の看護介入のみでは母
親の育児自信を高めるには十分ではないため，退
院後の支援について検討する必要があることを述
べており，地域における切れ目ない援助の必要性
が高いことが示唆される。
　そこで，本研究では専門職によるベビーマッ
サージ教室が地域における子育て支援事業として
有効か検討するために，地域で生活する児とその
家族に行われているベビーマッサージの効果につ
いて先行研究を分析・整理することとした。

　地域で生活する児とその家族を対象としたベ
ビーマッサージの効果について文献検討を行い、
地域の子育て支援事業における，専門職によるベ
ビーマッサージ教室の有効性を検討する。

Ⅱ．目的

　本研究における「ベビーマッサージ」とは母親
および父親が，手指や手掌全体を使い，児の全身
をゆっくりと圧をかけながらマッサージする事と
し，オイルの使用の有無は問わない。ただし，タッ
チングやホールディングは除く。

Ⅲ．用語の定義

　文献検索は国内文献を対象に，医学中央雑誌
web版およびJDreamⅢを用いて「ベビーマッサー
ジ」OR「タッチケア」をキーワードとし，原著
論文から検索を行った。その結果，医中誌Web
では111文献，JDreamⅢでは27文献が抽出され
た。抽出された論文のうちタイトルや要約を検討
し，内容が目的に沿わない論文を除外し，16文献
を分析対象とした。

Ⅳ．方法

1．対象文献の概要
　文献検討の結果，全ての文献が2000年以降であ
り，研究対象者は母親が10件，母児が4件，児が1
件，両親が1件，父親が0件だった。

Ⅴ．結果

2．ベビーマッサージの母親への効果
　ベビーマッサージの母親への効果について調査
しているものが14件あり，「母親への心理・精神
的効果」，「母と児の関係性に関するもの」の2つ
の側面から検討した。
　ベビーマッサージの効果のうち，母親への心理・
精神的効果の報告が最も多く，特に育児不安や育
児ストレスの軽減，リラックスの効果についての
報告がなされていた。
　母親への心理・精神的効果についてはPOMS

（Profile of Mood States，以下POMSとする）や
STAI（State-Trait Anxiety Inventory， 以 下
STAIとする），エジンバラ産後うつ病自己問診
票（Edinburgh Postnatal Depression Scale， 以
下EPDSとする）などの質問紙を使用した「主観
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サージ教室への参加では育児不安に変化がなかっ
たことを述べているが，渡辺（2013）の文献では
育児不安の下位尺度「子どもの育てやすさ」「自
信のなさ」で有意差が認められたことを報告して
いる。
　対児感情や愛着，母子相互作用など，母と児と
の関係性について調査した文献は8件であり，奥
村，松尾（2011）の文献ではベビーマッサージ前
後で対児感情の回避得点が有意に低下していた。
また，伊藤ら（2017）の文献では1カ月ベビーマッ
サージを行った結果，児への接近感情が高まる傾
向が明らかになったことを報告しており，伊藤，
笠置（2016）の文献ではベビーマッサージ前後で
愛着得点が有意に上昇し，接近得点・回避得点・
拮抗指数の3つの指標の全てにおいて効果がみら
れたとしている。また，赤上，加納（2012）は観
察法にて4つの観察項目（接触・声かけ・注視・
児の状態）について１回目と3回目を比較すると，
点数が上昇し，母親は徐々に抵抗なく児に触れる
ようになったことを明らかにしている。さらに，
渡辺（2013）の文献ではベビーマッサージを1カ
月継続して行うことで，母子相互作用測定尺度

（Nursing Child Assessment Feeding Scale， 以
下NCAFSとする）の下位尺度の「社会情緒的発
達の促進」「養育者に対する反応性」において有
意に差が認められたとしている。

3．ベビーマッサージの両親への効果
　ベビーマッサージの両親への効果について調査
している文献は1件であった。加藤ら（2006）は
心理・精神的効果，母子相互作用について調査を
行っており，中指皮膚血管幅はタッチケア施行前
に比べ，タッチケア施行後に有意に拡張し，収縮
期血圧も有意に低下していた。さらに，タッチ
ケア施行前後で唾液分泌量に有意差は認められ
なかったが，CgA分泌量は有意に減少していた。
また，加藤ら（2006）は母子相互作用（父子相互
作用）についてインタビューを行い，4つのコア
カテゴリを抽出している。そのうちの1つに「タッ
チケアを施行する中で赤ちゃんとの間に接近感情
が生まれ，コミュニケーションが自然にとれる」
が抽出され，赤ちゃんにも施行者側にも愛着形成
や情緒の安定などの相互作用があるとしている

（pp.82-83）。

的指標」を用いて調査しているものが12件，心拍
数や脈拍，心拍変動，血圧，体表面温度などの「生
理学的指標」を用いて調査しているものが4件，
唾液アミラーゼ，唾液コルチゾールなどの「生化
学的指標」を用いて調査している文献が5件あっ
た。また，主観的指標のみを調査している文献が
11件，主観的指標・生理学的指標・生化学的指標
を併せて調査している文献が3件であった。
　ベビーマッサージの前後で調査した文献では，
奥村，松尾（2011）はベビーマッサージ前後で心
理・精神的効果を比較したところ，STAIの状態
不安得点，「POMSの緊張」，「抑うつ」，「怒り」，

「疲労」，「混乱」得点を低下させ，唾液アミラー
ゼ・脈拍の低下，体表面温度の有意な上昇を認め
た。同様に，ベビーマッサージ前後で比較した香
取，立岡（2018）の文献では，母親の唾液コルチ
ゾールはベビーマッサージ前後では有意差を認め
なかったが，POMS得点は「緊張－不安」「疲労」

「混乱」の下位尺度において有意に得点が低下し
ていた。さらに，光盛，山口（2009）はベビー
マッサージを体験した母親と体験していない母親
ではマッサージを体験した母親の方がマッサージ
を体験していない母親よりも育児不安・育児スト
レスが低かったことを明らかにしている。また，
伊藤，笠置（2016）はベビーマッサージ前後で
DAMS（Depression and Anxiety Mood Scale，
以下DAMSとする）の肯定的得点は有意に上昇，
不安得点，抑うつ得点は有意に低下し，ベビーマッ
サージ前に強い不安を示した母親が6名，強い抑
うつを示した母親が1名いたが，ベビーマッサー
ジ後には強い不安・抑うつを示す母親はみられな
かったと報告している（p.405）。
　継続して実施した効果を調査した文献では，ベ
ビーマッサージを1か月継続することによる効果
を調査した田中，渡邊（2014）は，POMSの「怒
り－敵意」の低下，マッサージ後の心拍数，唾液
コルチゾール値の低下を報告している。同様に，
1カ月ベビーマッサージを継続した伊藤，笠置，
日高，北村（2017）の文献では，ベビーマッサー
ジの前後でEPDS得点に有意な低下は認めなかっ
たが，実施頻度に関わらず，EPDS得点は減少し，
EPDS得点が9点以上の母親は有意にEPDS平均得
点が低くなったことを報告している。岸田，林，
中島，眞鍋（2008）の文献では，3週間のベビーマッ
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4．ベビーマッサージの児への効果
　ベビーマッサージの児への効果について調査し
ている文献は8件であり，そのうち心理・精神的
効果についての文献3件，身体的効果について調
査された文献5件，発達について調査された文献1
件だった。
　香取，立岡（2018）はベビーマッサージ前と終
了後60分の間で唾液コルチゾールの有意な低下
を，奥村，松尾（2011）はベビーマッサージ前後
で唾液アミラーゼの低下や，体表面温度（体幹及
び手掌）の上昇や心拍数の低下についても有意な
差を認めていると報告している。しかし，同様に
唾液アミラーゼを用いて調査を行った能町，田中，
土川，渡邊（2013）は1カ月間のマッサージ前後
では唾液アミラーゼだけでなく，心拍数や心拍変
動の変化についても有意な関連はなかったことを
述べている。
　ベビーマッサージによる児への身体的効果とし
て，乳児の角層水分量を測定した山本ら（2002）
は，ベビーマッサージを行うことにより，顔面（頬
部）を除いて上腕屈曲部，腹部，大体伸側の3か
所で直後に水分量が上昇したと報告している。赤
上，加納（2012）は養育者である母親に対し母親
の主観的な児の変化を聞いており，「便の調子が
よくなり，よく寝てくれる」や「児も手足をバタ
バタさせて喜び，活発に動くようになった」など
の発言がみられ，児の身体的な面にも効果が現れ
ていたと示している（pp.70-73）。また，便秘の
解消や寝つきについては石黒，荻原（2012）や中
村，有吉，洲崎，高山（2011），斎藤，吉川，飯野，
前川（2002）の文献でも報告がみられた。
　児の発達的な効果として，斎藤ら（2002）は津
守・稲毛式発達検査および新版Ｋ式発達検査を用
い，6か月間ベビーマッサージを行ったところ，
ベビーマッサージを高頻度で行った児は低頻度で
行った児に比べ，津守・稲毛式発達検査の「社会」，
新版Ｋ式発達検査の「認知・適応」「言語・社会」
が上昇したことを報告している。

1．年次推移
　地域で生活する児とその家族を対象としたベ
ビーマッサージの文献は，全てが2000年以降に行
われており，これは1997年に母子保健サービスが

Ⅵ．考察

市町村に移行し，地域特性を活かしたサービスを
行えるようになったことや2000年にすこやか親子
21が策定されたことが背景として考えられる。さ
らには，2010年に子ども・子育てビジョンの策定，
2015年からはすこやか親子21（第2次）の基盤課
題および重要課題で「切れ目ない妊産婦，乳幼児
への保健対策」や「子どものすこやかな成長を見
守り育む地域づくり」「育てにくさを感じる親に
寄り添う支援」（厚生労働省，2015）が設定され，
母親のニーズが反映されたことが増加している背
景として考えられる。

2．研究対象者
　研究対象者については母親が最も多く，両親に
対する文献は1件であり，父親に対する文献は見
当たらなかった。現在，女性の社会進出の増加に
伴い，共働き世帯が増えており，父親の育児参加
はこれまで以上に求められている。原田，落合，
長谷川，岡島，渡辺（1984）は父親としての子ど
もへの愛着の形成は，「実際に子どもとの相互作
用によって得られる」としており（p.281），母子
相互作用のあるベビーマッサージは父親と子ども
の相互作用を促すことも示唆される。そのため，
今後父親に対するベビーマッサージの効果につい
て実態を明らかにする必要があると考える。

3．ベビーマッサージの効果
　母親の心理・精神的効果として，ベビーマッサー
ジ前後の短期的な調査だけでなく，1カ月継続し
た調査でも効果がみられており，ベビーマッサー
ジが母親をリラックスさせる効果があることが示
された。岸田ら（2008）の文献では育児不安に有
意差を認めなかったと報告しているが，奥村，松
尾（2011）や渡辺（2013）の文献では，母親の不
安が減少したと報告されており，ベビーマッサー
ジが母親の育児不安やストレスに効果があること
が明らかとなった。伊藤ら（2017）の文献では
EPDS得点の高い母親はベビーマッサージを行う
ことでEPDS得点は有意に低くなっており，奥村，
松尾（2011）の研究でも「ストレスの高い母児の
ほうがストレスがより緩和され，気分によりリス
クのある母親のほうがより気分が改善することが
示唆された。」と報告されている（p.554）。岡野，
斧澤，李Gunning M.D．，Murray L.（2002）は「産
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後うつ病の母親は愛情度が低く，乳児の行動に対
する受容度が低く，乳児の要求を敏感に察知し，
それに的確に反応することができなかった。」と
報告しており（p.178），産後うつ病の母親は児と
のコミュニ―ションが上手くできていないことが
考えられ，ベビーマッサージが産後うつ傾向にあ
る母親に有効的な手段であることが示された。
　田中，渡邊（2014）はベビーマッサージを1か
月継続して行うことにより，心拍数，唾液コルチ
ゾールはマッサージ後に有意に低下したと報告し
ており，奥村，松尾（2011）はマッサージ前後で
唾液アミラーゼの有意な低下を認めている。これ
らはベビーマッサージを行うことで副交感神経が
優位となり，リラックス効果があることやストレ
スを軽減する効果が明らかとなったことを示して
いる。しかし，これらの指標は短期的なストレス
を示す指標であり，育児ストレスなどの長期的な
ストレスを評価する指標としては限界があると
示唆されている。また，今回の調査ではNICUを
退院した児とその家族を対象としている文献は見
当たらなかったが，NICUを退院した両親の4割
は，育児に困難を感じており（白坂，越田，桑田，
2017），横田，佐々木，内藤（2014）は「低出生
体重児をもつ母親は正常新生児をもつ母親よりも
産後の抑うつのリスクが高いと推測された」と報
告している（p.31）。そこで，NICUに入院経験の
ある児とその家族に対する継続した育児支援とし
て適切であるか，ベビーマッサージの効果につい
て調査する必要があると考える。
　母子の愛着形成や対児感情については，ベビー
マッサージは親と子の肌と肌が触れ合いコミュニ
ケーションを行う方法の1つであり，山口（2013）
は子どもの肌にふれることで，基本的な信頼感
を育むと述べている（p.12）。赤上，加納（2012）
の文献ではベビーマッサージ教室に参加した母親
にインタビューを行ったところ，「赤ちゃんが笑っ
たり表情をみせた時に楽しいと感じている。」や

「赤ちゃんのことを前よりも理解することができ，
児との良いコミュニケーションになっている。」
などの母子作用に良い効果があったことが示され
ている（pp.70-71）。さらに，伊藤，笠置（2016）
の研究ではベビーマッサージ後は愛着が増強した
としており，石黒，萩原（2012）はタッチケアは
児への愛着形成を強化する作用があると示唆され

たと報告している（pp.54-55）。これらのことから，
ベビーマッサージが対児感情や愛着形成に効果的
であることが示された。
　両親を対象にした文献は1件であったが，ベビー
マッサージ後にCgA分泌量と中指皮膚血管幅，
収縮期血圧に有意な差が認められており，ベビー
マッサージを行うことで母親・父親にリラックス
させることが示された。しかし，対象者の内訳は
母親19名，父親4名と父親の調査数が少なく，両
親を対象にしている文献数も少ないことからさら
なる検証が必要である。
　児への心理・精神的効果として，ベビーマッサー
ジを行うことにより，香取，立岡（2018）は唾液
コルチゾールの低下を，奥村，松尾（2011）は唾
液アミラーゼの有意な低下や，体表面温度の上昇
や心拍数の低下についても有意な差を認めてい
る。能町ら（2013）の文献では，児のHF値は有
意に増加したと報告しており，ベビーマッサージ
によって児の副交感神経が優位な状態となり，児
への心理・精神的効果が得られると示された。
　児への身体的効果については児の皮膚の角層水
分量の増加や，母親からは児の便秘の解消や寝
つきの良さについて意見がみられている（山本，
2002；赤上，加納，2012）。川島ら（2001）の研
究では1～3カ月児をもつ母親にアンケート調査を
おこなったところ，育児で気になることについ
て「皮膚トラブル（34.2％）」や「寝つきが悪い

（26.4％）」などの意見がみられており，ベビーマッ
サージはマッサージを受ける児への身体的効果だ
けでなく，母親の育児不安を軽減することが示唆
された。
　山口創，山口あやこ（2013）はベビーマッサー
ジにより「全身に刺激を与えることは，脳の発達
を促し，脳を発達させることは運動神経をはじめ
とする，さまざまな器官を発達させる」と述べて
いる（p.18）。児への発達については，斎藤ら（2002）
の文献よりベビーマッサージが児の発達を促す効
果があることが明らかとなった。しかし，発達に
ついて十分に調査された文献は少なく，さらなる
検証が必要であると思われる。
　今回の調査では母親の効果を調査しているもの
が多く，特に母親の心理・精神的効果が多かった。
このことから，地域で行われているベビーマッ
サージの位置づけとして，母親への育児ストレス
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や育児不安の改善，産後うつ予防などを目的とし
て行われていることが改めてわかった。また，岸
田ら（2008）は助産師が開催する教室は，母親が
気軽に専門家に相談できる機会であると述べてお
り（p.42），本大学でも私立大学研究ブランディ
ング事業の教育カリキュラムの一環として助産師
や看護師が行うベビーマッサージ教室を検討して
いる。今回の調査より，専門職によるベビーマッ
サージ教室は地域における子育て支援事業の一環
として有効的であることが明らかとなった。

 1 ．ベビーマッサージは母親の育児不安・育児ス
トレスを軽減し，母子愛着形成に効果的である
ことが明らかとされている。

 2 ．児への効果として，ストレスの軽減や皮膚の
角層水分量の増加，便秘の解消や入眠までの時

Ⅶ．結論
利益相反
　本研究において開示すべき利益相反（COI）は
なし。
　なお，本研究は平成31年度関西看護医療大学研
究助成［承認番号19002］を受けて行った。

間短縮という心理・精神的効果および身体的効
果が明らかにされている。

 3 ．父親に対するベビーマッサージの効果につい
て実態を明らかにし，父親に対する子育て支援
を検討していく必要がある。

 4 ．NICUに入院経験のある児とその家族に対す
る継続した子育て支援としてベビーマッサージ
が有効か調査する必要性が示唆された。

 5 ．専門職によるベビーマッサージ教室は地域に
おける子育て支援事業の一環として有効である
ことが明らかとなった。

表 1　文献一覧
著者（発行年） 研究対象者 目的 研究方法 評価指標 結果

母親への効果

１

岸田真由紀，林麻
佐美，中島奈美，
眞鍋えみ子(2008)

ベビーマッサージ
教室に通っている
母子(2カ月～腹ば
いができるまでの
児とその母親)

ベビーマッサージ
教室への参加によ
る乳児をもつ母親
の情緒面および相
談相手の変化を明
らかにする

母親の相談相手，
育児不安，気分や
感情について初回
のベビーマッサー
ジ教室参加時と最
終日の終了時の比
較

育児に関する相談
相手，教室への参
加理由と参加によ
る利点，1歳6か月
児用不安スクリー
ニング尺度(6下位
尺度)，POMS

母

母親の相談相手は実母や夫，友
人が主であり，助産師や保健師
などの専門家を相談相手と想定
していながらも，実際には相談
はしていなかった。教室参加後
は助産師を相談相手とする母親
が3割となった。教室への参加
理由については「ベビーマッ
サージの習得」が最も多かった。
POMSの「緊張－不安」，「混乱」，

「疲労」は軽減したが，育児不
安に有意差はみられなかった。

２

光盛友美，山口求
(2009)

地域の子育て支援
センターに参加す
る乳幼児(0～3歳)
の子を持つ母親と
地域の保育所に乳
幼児(0～3歳)を預
けている母親

母親のベビーマッ
サージ体験の有無
で結果を比較し，
虐待の予防につな
がるかを検討する

ベビーマッサージ
を 体 験 し た 母 親
(介入群)と体験し
ていない母親(対
照群)の比較

母親の虐待リスク
要因の質問紙

母

介入群において育児ストレス・
育児不安の得点が有意に低く，
夫の支援が高かった。介入群の
方が愛着行動,情緒の安定性に
ついて高い傾向があった。

３

吉田真奈美(2011) 1歳未満の子ども
のほかに上の子ど
ものいる母親

インファントマッ
サージ実習を受け
ることによって，
上の子どもをもつ
母親の精神的健康
状態と母親が抱く
育児で大切にして
いることや育児に
関する悩みにどの
ような変化がある
かについて明らか
にする

初回実習前と最終
回(4回 目)実 習 後
に 質 問 紙 を 配 布
し，GHQ30を 比
較

GHQ30，育児に関
する悩みなどの質
問紙

母

GHQ30の総得点は，実習前平
均12.0点から実習後平均4.0点と
なった。
実習前は子どもの将来を見据え
たアプローチが多かったが，実
習後は現在の子どものニーズに
沿った内容になっていた。
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４

渡辺香織(2013) 正 常 な 経 過 を た
どった初産の母と
子

産後1～2か月の正
常に経過した母子
に対し，母子相互
作用の促進を目的
としたタッチケア
の知識や技術を提
供し，母親のタッ
チ ケ ア 継 続 状 況
と，児への愛着・
育児不安・母子相
互作用への影響に
ついて明らかにす
る

介 入 群(1カ 月 間
タッチケア継続)
と対照群の児への
愛着・育児不安・
母子相互作用の比
較

愛着尺度，育児不
安スクリーニング
尺度，NCAFS

母

介入群では母子相互作用測定尺
度(NCAFS)の下位尺度の「社
会情緒的発達の促進」「養育者
に対する反応性」において，対
照群では愛着尺度，育児不安尺
度の「育児満足」において有意
差が認められた。

「20日未満の継続であった群」
において，育児不安尺度の「育
児不安」が高くなった。また，「1
日10分以上継続群」において育
児不安尺度の「夫のサポート」

「子どもの育てやすさ」「自身の
なさ」に有意に差が認められた。

表 1　文献一覧(つづき)
著者（発行年） 研究対象者 目的 研究方法 評価指標 結果

母親への効果

５

田中弥生，能町し
の ぶ， 渡 邊 浩 子
(2014)

正期産，単胎，出
生時2500g以上の
児を分娩し，産後
の経過が順調な生
後3か月の児をも
つ 母 親 で， マ ッ
サージ教室に参加
意思を示した母子

1カ月間のベビー
マッサージが母親
の自律神経活動と
心理状態にもたら
す効果を検証する

介 入 群(ベ ビ ー
マッサージ)と対
照群(着衣の児を
20分間抱っこ)の
自律神経活動と心
理状態を1か月後
のマッサージ前後
での比較，および
初回時と1か月後
の比較

心拍数，心拍変動，
唾液アミラーゼ，
唾 液 コ ル チ ゾ ー
ル，POMS

母

介入群の心拍数，唾液コルチ
ゾール値はマッサージ後に有意
に低下し，対照群の唾液コルチ
ゾール値は抱っこ後に有意に低
下した。
唾液アミラーゼ値に有意差はな
かった。
介入群と対照群で１か月後の唾
液コルチゾールを比較すると，
介入群の方が値が低く，介入群
では1か月後のPOMSの「怒り
－敵意」は有意に低下した。対
照群ではPOMSに有意差はな
かった。

６

伊藤良子，笠置恵
子(2016)

産後3～6か月の研
究に同意の得られ
た母子

ベビーマッサージ
が愛着・対児感情・
メンタルヘルスに
与える影響を明ら
かにし，育児支援
となりうるか考察
すること

ベビーマッサージ
前後と，マッサー
ジ前後1カ月にお
ける愛着・対児感
情・メンタルヘル
スの比較
さらに，１カ月の
調査で不安や抑う
つが強い母親には
電話で聞き取り調
査

DAMS， 対 児 感
情尺度，MAQ

母

ベビーマッサージ前後で愛着得
点，接近得点は有意に上昇し，
回避得点・拮抗指数は有意に低
下した。DAMSの肯定的得点
は有意に上昇し，不安得点・抑
うつ得点は有意に低下した。
1か月後の得点について，週に「0
～3回」の母親よりも「ほぼ毎
日」行っている母親の方が愛着
得点，接近得点，肯定的得点は
高く，不安得点と抑うつ得点は
低かった。
ベビーマッサージ前にDAMS
の抑うつ得点，不安得点が高い
母親がいたが，ベビーマッサー
ジ後にはいなかった。

７

伊藤良子，笠置恵
子，日高陵好，北
村教恵(2017)

地域で生活し，研
究に同意の得られ
た産後3～6か月の
母親

ベビーマッサージ
が母親の産後うつ
傾向に与える影響
と，エジンバラ産
後うつ病自己問診
票の得点と母親の
愛着・対児感情と
の関連を明らかに
する

EPDSと対児感情
尺 度・MAQと の
関連をベビーマッ
サージ前と1カ月
後で比較

EPDS，対児感情
尺度，MAQ

母

ベビーマッサージの実施頻度
に関わらず，EPDS得点は減少
し，特にベビーマッサージ前に
EPDS得点が9点以上だった母
親のEPDS平均得点は有意に減
少した。
EPDS得点が低くなった母親の
対児感情の接近得点は有意に高
くなり，回避得点と拮抗指数は
有意に低くなった。
愛着得点においては有意な変化
はみられなかった。
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表 1　文献一覧(つづき)
著者（発行年） 研究対象者 目的 研究方法 評価指標 結果

母親と児への効果

８

斎藤和恵，吉川ゆ
き 子, 飯 野 孝 一，
前川喜平(2002)

平 成12年 の6月 か
ら8月に東京都調
布市の飯野病院で
出産した29組の健
康な母子

3か月児への6か月
間のタッチケア施
行の効果について
調査を行い，子ど
もの発達的変化と
母親の不安，母子
関係の変化などに
ついてコントロー
ル群と比較を行い
検討する

介入群(タッチケ
ア を 実 施 し た 母
子)と対照群(行わ
な か っ た 母 子)，
さらにタッチケア
の実施頻度によっ
てタッチケア群を
高頻度群と低頻度
群に分けて，子ど
もの発達的変化と
母親の不安，母子
関係の変化につい
て比較

津守・稲毛式発達
検査，新版K式発
達 検 査，STAI，
ビデオカメラ撮影
による母子の行動
観察，日常生活に
関する質問紙

母
6か月間実施した9カ月時では，
母親の「特性不安」は有意に低
くなっていた。

児

6か月間実施した9カ月時では，
タッチケア高頻度群の「社会」
得点，「認知・適応，言語・社
会DQ」が有意に高くなった。6
か月間のタッチケアの効果は，
子どもの発達のキャッチアップ
と社会面，認知面の発達促進，
母親の不安軽減という効果で確
認できた。
アンケート結果より「子どもへ
の身体的健康への効果」「子ど
もの心理的健康への効果」「母
子関係の効果」「その他」の4つ
のカテゴリが抽出された。

９

奥村ゆかり，松尾
博哉(2011)

正常経過の母児43
組(単胎，正期産，
妊娠高血圧症候群
などの合併症がな
いことを選定基準
とした)

ベビーマッサージ
が母児双方に及ぼ
す身体的・心理的
ストレス反応への
効果を検証する

身体的ストレス反
応と心理的ストレ
ス 反 応 を ベ ビ ー
マッサージ前後で
比較

唾液アミラーゼ，
体表面温度，脈拍，
血 圧，POMS，
STAI，対児感情
尺度

母

唾液アミラーゼ値はマッサージ
前後で有意に低下し，体表面温
度は有意に上昇，脈拍は有意に
低下したが，血圧については有
意差は認めなかった。
POMSは「不安－緊張」，「抑う
つ－落ち込み」，「怒り－敵意」，

「疲労」，「混乱」の得点が有意
に低下した。
STAIの状態不安，対児感情の
回避得点は有意に低下した。

児

唾液アミラーゼ値はマッサージ
前後で有意に低下し，体表面温
度は有意に上昇，脈拍は有意に
低下した。

10

中村登志子，有吉
浩美，洲崎好香，
高山直子(2011)

地 域 の 児 童 館，
NPO法 人 育 児 支
援団体でのタッチ
ケア教室受講者

タッチケア教室を
通して，母親の育
児意識の変化を明
らかにする

タッチケア教室参
加 者 の 育 児 意 識

（育児肯定感，身
体 的 効 果， 反 応
の 理 解， 育 児 不
安）と関連する要
因（こどもの出生
順位やタッチケア
教室受講経験の有
無，タッチケア実
施頻度）を比較

育児意識に関する
質問紙 母

「育児肯定感」では，「3回以上
受講した」群が最も肯定感情が
高かった。

児

家でタッチケアを一度も行った
ことがない母親に比べ，家でも
タッチケアを行っている母親は
寝つきが良い，便秘が少ないな
どの「身体的効果」において肯
定感情が有意に高く，実施頻度
では「3回以上受講した」群が
最も肯定感情が高かった。

11

石黒香里，荻原暢
子(2012)

タッチケア教室に
妊 娠 中 か ら 参 加
し，第一子を出産
した母親12名

タッチケアの効果
的要因を分析し，
育児支援への有用
性について考察す
る

半構成面接法によ
るインタビュー

半構成面接法によ
るインタビュー

母

タッチケアを通じて得られた
母親の感情レベルの語りから
Ａ.直接的な皮膚刺激により生
まれる効果，Ｂ.母子相互作用
による絆の形成，Ｃ.日常の育
児への応用，Ｄ.健康的な生活
リズムの意識化，の4つを見出
した。対象とした全ての母親か
らカテゴリーＡの効果のうち

「母親の心の安定」と「児への
肯定的な感情」が語られた。

児

カテゴリーＤより，母親の33％
はベビーマッサージを行うこと
により「児の寝つきが良い」と
感じている。
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表 1　文献一覧(つづき)
著者（発行年） 研究対象者 目的 研究方法 評価指標 結果

母親と児への効果

12

赤上涼子，加納尚
美(2012)

Ａクリニックで行
われているベビー
マッサージ教室に
参加する初産婦の
母親(ベビーマッ
サ ー ジ 経 験 は な
し）

1.ベビーマッサー
ジを通して，母親
の 児 に 対 す る 感
情・行動が変化す
るかを明らかにす
る
2.ベビーマッサー
ジにおける児の心
身的変化を明らか
にする
3.ベビーマッサー
ジによる育児への
効果を明らかにす
る

マッサージ開始前
と第3回のベビー
マッサージ教室終
了後に母親の自己
評価について質問
票を用いて点数化
し比較，さらに母
児の状態・行動に
関 す る 観 察 を 行
い， 点 数 化 し 比
較，およびインタ
ビュー

母親の自己評価に
関する質問紙，観
察，インタビュー 母

ベビーマッサージ後の母親の自
己評価の点数が上昇した。観察
にて母親の行動・児の反応も回
数を重ねるごとに点数が上昇し
た。

児

インタビューより「便の調子が
よくなり，よく寝てくれる」や

「児も手足をバタバタさせて喜
び，活発に動くようになった」
などの発言がみられた。

13

能町しのぶ，田中
弥生，土川祥，渡
邊浩子(2013)

妊娠・分娩・産後
の経過に問題がな
く， ベ ビ ー マ ッ
サージ教室に訪れ
た3～4か月の母児

健康な3～4か月児
へ の ベ ビ ー マ ッ
サージが，母児の
自律神経活動に及
ぼす効果について
検証を行う

介 入 群（ ベ ビ ー
マッサージ）と対
照群（抱っこ15分）
の母児の自律神経
活動の1か月後の
マッサージ前後，
および初回時と1
か月後の比較

心拍数，心拍変動，
唾液アミラーゼ，
POMS，EPSD

母

介入群では，心拍数が有意に低
下したが，唾液アミラーゼ値に
有意な変化は認められなかった。
介入群のみ「緊張－不安」「怒
り－敵意」が有意に低下した。
EPDS得点に有意な差はみられ
なかった。

児

介入群では，HF値は有意に増
加したが，唾液アミラーゼ値に
有意な変化は認められなかっ
た。

14

香取洋子，立岡弓
子(2018)

県内Ａ施設で定期
的に開催されるベ
ビーマッサージク
ラスに通う母子

母親が乳児に対し
て行うベビーマッ
サージの効果を，
生理学的・心理学
的指標を用いて測
定し，母子双方へ
の効果について検
討する

ベビーマッサージ
前後(終了後は30
分後と60分後の2
回)の唾液中コル
チゾール濃度の比
較，およびベビー
マ ッ サ ー ジ 前 後
(30分後)のPOMS
を比較

唾液コルチゾール，
POMS

母

唾液中コルチゾール濃度はマッ
サージ前よりも終了後30分が有
意に高く，マッサージ前と終了
後60分では有意差を認めなかっ
た。
POMSはマッサージ前後で「緊
張－不安」「疲労」「混乱」の下
位尺度において有意に得点が低
下した。

児
マッサージ前と終了後60分の間
で唾液中コルチゾール濃度が有
意に低下した。

児への効果

16

山本一哉，内田美
香，小栗剛，岩松雅
子， 三石知左子，
菅林直美(2002)

葛飾赤十字産院で
出生し，タッチケ
アの指導を受けて
いる生後3か月の
健常乳児

マッサージによる
乳児の皮膚への影
響を測定する

マッサージ前後の
皮膚の角層水分量
の比較

各層水分量

児

顔面(頬部)を除いて上腕屈曲
部，腹部，大体伸側の3か所で，
タッチケア前に比して直後に角
層水分量が上昇する。

両親への効果

15

加藤千恵子，高橋
美聡，納富円，李澤
好 栄, 谷 津 万 里，
八幡剛浩, 佐藤敬
(2006)

タッチケア教室を
受講し，研究に同
意してくれた25名
中赤ちゃんに触れ
マッサージを施行
した母親19名と父
親4名(妻と共に参
加）

CgA分 泌 量， 唾
液分泌量，中指皮
膚血管幅，バイタ
ルサンズの測定結
果，タッチケア施
行後の感想を併せ
て考えることによ
り，タッチケアの
リラックス効果を
知る

タッチケアの前後
で 中 指 皮 膚 血 管
幅，血圧，脈拍，
呼吸，唾液分泌量，
CgA分 泌 量 の 比
較

唾液分泌量，CgA
分泌量，中指皮膚
血管幅，バイタル
サンズの測定結果

（血圧，脈拍，呼吸）

両
親

唾液分泌量はタッチケア施行後
にわずかに減少したが有意差は
認められなかった。一方CgA
分泌量，中指皮膚血管幅および
収縮期血圧に有意な差が認めら
れた。アンケート結果から，4
つのコアカテゴリが抽出され
た。そのうち「タッチケアを施
行する中で赤ちゃんとの間に接
近感情が生まれ，コミュニケー
ションが自然にとれる」と親子
の愛着形成を促進するような相
互効果を示す内容が語られた。
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